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令和元年度第２回富里市国民健康保険運営協議会会議録 

 

招集年月日 令和元年８月８日（木） 

招集の場所 すこやかセンター２階会議室２ 

開会・閉会 

の  時  間 

開会  令和元年８月８日 １４時００分 

閉会  令和元年８月８日  １４時４０分 

分 

◎会長 

○会長職務代理 

氏    名 出欠等の別 届出の有無 

◎中川 光男 ○  

○小沼 綾子 ○  

 加藤 雅子 ○  

 田中 章三 ○  

 葛西 直子 ○  

 北林 公明 ○  

 我妻 道生 ○  

 内田 啓二 ○  

麻野 邦子 ○  

 高橋 裕二 ○  

会議録署名委員 中川 光男 

説明のため出席 

した者の職氏名 

国保年金課長     甲田 修巳 

国保年金課副主幹 大塚 謙二 

国保年金課主査  神林 芳昭 

 

 

職務のため出席 

した者の職氏名 
健康福祉部長   尾﨑 正尚 

会議に附した事件 別紙のとおり 

会議の経過 別紙のとおり 
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令和元年度第２回富里市国民健康保険運営協議会会議次第 

 

日 時 令和元年８月８日（木） 

午後２時～ 

場 所 すこやかセンター２階会議室２ 

 

 

１ 開 会 

 

 

２ 市長あいさつ 

 

 

３ 議題 

（1）会長の選出について 

 

（2）富里市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 

 

 

４ その他 

（1）平成３０年度富里市国民健康保険特別会計決算について 

 

（2）その他 

 

 

５ 閉 会 
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次第３ 議題 

議題(1) 会長の選出について 

（富里市国民健康保険条例施行規則第４条で「公益を代表する委員」のうちから選ぶ） 

会長の選出 

（委員から元市の職員でもある中川委員にお願いしたいという声あり異議は特になし） 

会長は中川委員に決定。 

会長職務代理の選出 

（委員から小沼委員にお願いしたいという声あり異議は特になし） 

職務代理は小沼委員に決定。 

 

議題(2)  富里市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 

事務局  資料２により説明 

・地方税法施行令等の一部を改正する政令が，平成３１年４月１日に施行されたことに伴い，

富里市国民健康保険税条例の一部を改正するもの 

・国民健康保険税の課税限度額を令和２年度から基礎課税額分を３万円引き上げ６１万円に，

後期高齢者支援金等分と介護納付金分は据え置き，限度額の合計を，９３万円から９６万円

にするもの 

・課税限度額対象世帯数は，本年６月３０日の賦課基準の状況で試算すると，基礎課税額分

の対象者は１４世帯減の１４９世帯となる 

・改正による国民健康保険税の増加見込額は，本年６月３０日の状況で，この限度額の引き

上げの影響を試算すると，調定ベースでは約４７１万円の増額となる見込み 

・施行期日は，令和２年４月１日で，きたる１２月議会にて本件議案を上程する予定 

委員  ・軽減判定の改正の時は専決で，今回の課税限度額の改正は 1年遅れなのはなぜか 

事務局 ・軽減判定の改正は，市民の方にとっては税を下げることで恩恵を受けることになることか

ら専決処分をして，なるべく早く実施をした 

・限度額は上げると課税が増えるので，市民の方にとって不利益，負担の増となることから

１年遅らせてから周知をした上で改正をするという流れで改正を行っている 

 

（賛成全員により承認） 

 

次第４ 

その他 

 

（1）平成３０年度富里市国民健康保険特別会計決算状況について 

事務局 ・歳入の決算額 6,206,897,835 円，歳出 6,035,825,153 円で差引 171,072,682 円が令和元年

度へ繰り越し 

・現年課税分の調定額 1,378,598,300 円，収入済額 1,250,210,914 円，徴収率 90.69％ 

・29 年度の徴収率 89.40％から 1.29 ポイント増 
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・滞納繰越分は 20.25％。29年度から 4.81 ポイント増 

・合計では 58.19％で 29年度から 4.34 ポイント増 

・こちらの要因としては，徴収部門の納税課による督促や差し押さえなどの滞納処分や分割

の相談等が大きい。国保年金課としても，資格の異動処理などで適正な資格管理をし，納税

通知書には課税方法や擬制世帯の説明文を同封するなど，課税段階での努力をしている 

・徴収率は現年，滞繰，合計すべてが上がっているが，決算額（収入済額）としては滞繰以

外は減少している。要因としては，現年度分は被保険者数の減少に伴って調定額が 9,200

万円程（92,079,380 円）減少したことにより，収入済額として 64,636,674 円の減額となっ

ている。滞納繰越分の調定額は現年度分の徴収率の向上や不納欠損処分などによって 1 億

8,000 万円程（180,150,194 円）減少しているが徴収率の向上によって収入済額では

28,937,666 円の増額となっている。合計では 29年度よりも決算額で 35,699,008 円，2.34％

の減となった 

     （他，主な歳入，歳出の決算額，29 年度との比較等を資料 2 により説明。皆減，皆増な

ど大きいものはほとんどが広域化の影響と説明） 

 

(3)その他 

事務局 ・次回会議の開催は，2月か 3月ごろを予定 

・開催日が決まり次第，通知を出させていただく 

 

 

    （14 時 40 分） 

・・・・・・会 議 終 了・・・・・・ 

 


